
【主科目】 

授業科目：発生・組織学，口腔解剖学 

担当教員：磯川 桂太郎，山﨑 洋介 

学年・学期： １～４年次・通年 
単位：２０単位（各年次講義 45 時間，実習 90 時間以上の授業を実施する） 
授業の概要： 
学術論文を通して先人の足跡を読み取りながら，未知なるものを希求し，それを自らの手で見い出すた

めの努力を繰り返していく。授けられて学ぶのでなく，先人の轍を敬虔に追いつつも，他者が気づかぬ

ことに気づく細心さ，他者がなさないことをやり遂げる忍耐と頑固さ，そして，研究者としての高い倫

理観の下に，課題をやり遂げる。その結果として確かで揺るぎない知見を提示して研究報告をまとめる。 

研究テーマ： 
1.非弾性組織における弾性系線維の分布とその進化発生学的な意義に関する研究 

2.魚類の顎歯・咽頭歯の多様性に関する形態および組織学的研究 

3.魚類，両生類をモデルとした歯の発生学的研究 

4.マルファン症候群モデルマウス歯根膜の組織学的研究 
一般目標（GIO）： 

研究テーマに沿った課題に取り組み，形態学な視点や方略を基盤として研究活動を展開し，学術的な新

知見を得て学会および学術誌で研究報告をする。 
到達目標（SBOｓ）： 

1.研究テーマに沿った学術論文を系統的に追い，読解できる。 

2.研究試料の収集，処理と適切な管理ができる。 

3.研究手法(機器やソフトウェアのオペレーションを含む)に習熟している。 

4.根気，観察力，着想力，説明力を養って新知見を見出せる。 

5.研究記録やデータの厳格な管理・保全ができる。 

6.学会の抄録作成と発表，学術論文の執筆ができる。 
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授業の方法：  
専任スタッフも大学院生も，前項の SBOs に沿って，日々絶え間なく学びと努力を重ね，互いに情報や

意見を交わすその場が，授業の姿と現場そのものであると理解すること。 
教材（教科書・参考書等）： 

ラボ内での研究の進捗状況および関連領域の新着論文・書籍などについては，オンラインシステム上で 
毎日，情報(URL を含む)の交換や討議を行っている。 

成績評価の方法及び基準： 
各自の課題に沿った研究の遂行・完了をもって単位取得見込みとなるが，学位申請のためには，少なく

とも１報分のサイエンスに足る主体的かつ実質的な貢献をし，学位論文を執筆・完成させて学術雑誌に

アクセプトされることが必要となる。 
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